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新
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の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
は
当
法
人
に
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
の
巳
年
は

復
活
と
再
生
の
年
、
新
し
い
コ
ト
が
始
ま
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
蛇
が
脱
皮
を
繰
り
返
す
如
く

「
復
活
と
再
生
」
に
よ
り
、
新
し
い
挑
戦
や
変
化
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
六
年
度
農
山
漁
村
振
興
交
付
金(

農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
対
策
・
農
福

連
携
型)

の
交
付
決
定
を
い
た
だ
き
、
念
願
の
食
品
加
工
場
の
施
設
整
備
に
着
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
令
和
七
年
二
月
に
は
、
完
成
し
引
き
渡
し
を
受
け
る
予
定
で
い
ま
す
。
自
前
の

食
品
加
工
場
を
持
つ
こ
と
で
、
新
し
い
商
品
の
開
発
が
、
よ
り
自
由
に
タ
イ
ム
リ
ー
な

取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
三
年
間
に
わ
た
り
、
農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
に
よ
り
新
し
い
商
品
の
開
発
・

既
存
商
品
の
改
良
、
販
路
の
拡
大
に
む
け
た
事
業
費
も
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

 

私
た
ち
は
、
も
と
よ
り
、
農
業
を
中
心
に
知
的
・
発
達
障
害
の
あ
る
方
々
の
支
援
を
「生
産
と
就
労
」

の
視
点
か
ら
、
も
う
一
方
で
は
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
方
々
に
専
門
的
支
援
」
を
目
指
し
て

日
々
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
農
業
は
す
そ
野
の
広
い
事
業
で
も
あ
り
、
多
く
の
利
用

者
の
方
々
が
挑
戦
で
き
る
業
種
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
し
な
や
か
な
発
想
で
、
こ
の
交
付
金
を
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
六
次
産
業
化
を

さ
ら
に
押
し
進
め
る
考
え
で
い
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
地
域
社
会
に
根
差
し
、
知
的
・
発
達
障
害
の
あ
る
方
々
の
福
祉
の
充
実
を

目
指
し
て
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努
め
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
農
福

連
携
を
中
心
に
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
の
協
力
を
深
め
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
指
導
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
と
し
て
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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科 目 金 額科 目 金 額

就労支援事業収益

就労支援事業費用

就労支援事業収入

就労支援事業支出

事業活動による収入

事業活動による支出

施設整備等による収入計

施設整備等による支出計

その他の活動による収入

当期資金収支差額合計

当期末支払資金残高

前期末支払資金残高

その他の活動による支出

サービス活動収益
サービス活動費用

サービス活動外収益

サービス活動外費用

特別増減収益
特別増減費用

当期活動増減差額

前期繰越活動増減差額

当期末繰越活動増減差額

その他積立金取崩額

その他積立金積立額

サービス活動増減差額

経常増減差額

事業活動資金収支差額

施設整備等資金収支差額

その他の活動資金収支差額 特別増減差額

サービス活動外増減差額

次期繰越活動増減差額

就労支援事業活動増減差額就労支援事業活動収支差額

416,357
352,682

435,593

500,390

0

17,225

483,165

46,894

46,894

63,675

46,894

46,697

418,933

224,980

296,340

327,912

19,557

-19,557

91,021

197

49

-301

71,360

350

64,748

64,797

49
0

49

0

2,575

1,502

1,073

0

事業活動計算書の要旨資金収支計算書の要旨

（自）令和5年４月１日　（至）令和 6年３月31日現在令和5年度　決算報告

科 目 金 額 科 目 金 額

資産の部

流動資産

固定資産（基本財産）

固定資産（その他の固定資産）

資産の部合計

負債の部合計

321,517

541,051

248,189

34,676

167,666

202,342

30,065

1,110,757

197,937

197,248

483,165

908,415

1,110,757

負債の部

純資産の部

純資産の部合計

流動負債

基本金

国庫補助金等特別積立金

その他の積立金

負債及び純資産の部合計

次期繰越活動増減差額

固定負債

貸借対照表の要旨

社会福祉法人　旭川旭親会

令和6年３月31日現在

（単位：千円）

交
付
事
業
内
容 

　
交
付
金
対
象
事
業 

令
和
６
年
度
農
山
漁
村
振
興
交
付
金

　
　
　
　
　
　
︵
農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
対
策
事
業
︵
農
福
連
携
型
︶
︶

交
付
総
額
　
２
７
,
９
８
９
,
０
０
０
円

　
　

現
在
、
農
林
水
産
省
よ
り
、

令
和
６
年
度
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
事
業
の
交
付
決
定
を
受
け
、

農
山
漁
村
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
対
策
事
業
︵
農
福
連
携
型
︶
を
行
っ
て
い
ま
す

︽
令
和
６
年
度
事
業
︾

　
農
山
漁
村
振
興
整
備
交
付
金
農
山
漁
村
発

　
　
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
︵
農
福
連
携
型
︶

　
交
付
金
額
　
２
５
,
０
０
０
,
０
０
０
円

　
事
業
内
容

　
　

・
食
品
加
工
場
の
整
備
︵
新
築
工
事
︶

　
　

・
食
品
加
工
場
内
機
器
整
備

　
建
築
場
所

　
　
　

旭
川
市
東
旭
川
町
下
兵
村
４
２
５
番
１
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
２
６
番
１
〜
２

　
加
工
場
概
要

　
　
　 

木
造
１
階
建
　
８
７.

２
２
㎡

　
引
渡
予
定
日

          

令
和
７
年
２
月
１
５
日

︽
令
和
６
年
〜
８
年
度
事
業
︾

　
農
山
漁
村
振
興
推
進
交
付
金
農
山
漁
村
発

　
　
　
　
　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
︵
農
福
連
携
型
︶

　
交
付
金
額
　
２
,
９
８
９
,
０
０
０
円

　
事
業
内
容

　
　
・
先
進
地
視
察
に
よ
る
情
報
収
集

　
　
・
大
学
や
研
究
機
関
と
の
連
携
調
整

　
　
・
栽
培
技
術
の
習
得

　
　
・
新
し
い
商
品
の
開
発

　
　
・
加
工
技
術
の
習
得
に
向
け
た
実
務
研
修

　
　
・
経
営
分
析
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
※
令
和
７
年
度
は
交
付
金
上
限
３
０
０
万
円
で
実
施
予
定
。

　
　
令
和
８
年
度
は
自
己
資
金
で
実
施
予
定
。

交 

付 

金 

内 

容

交 

付 

金 

内 

容

令
和
６
年
度
旭
川
市
社
会
福
祉
事
業

振
興
補
助
金
を
受
け
、

農
作
業
用
耕
運
機
を
購
入
し
ま
し
た

　
　
購

入

物

品
　
ホ
ン
ダ
耕
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機

　
　
事
業
完
了
日
　
令
和
６
年
８
月
２
２
日
　

　
　
購

入

物

品
　
ホ
ン
ダ
耕
運
機

　
　
事
業
完
了
日
　
令
和
６
年
８
月
２
２
日
　

補
助
事
業
内
容

　
補
助
金
対
象
事
業

　
　
補

助

金

額

　
１
４
９
,
４
７
９
円

事
業
内
訳
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北
海
道
発
達
障
害
者
支
援

　
　
　 

道
北
地
域
セ
ン
タ
ー
き
た
の
ま
ち

北
海
道
発
達
障
害
者
支
援

　
　
　 

道
北
地
域
セ
ン
タ
ー
き
た
の
ま
ち

き
た
の
ま
ち
相
談
支
援
事
業
所

き
た
の
ま
ち
相
談
支
援
事
業
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き
た
の
ま
ち
ジ
ョ
ブ
リ
ハ
セ
ン
タ
ー

き
た
の
ま
ち
ジ
ョ
ブ
リ
ハ
セ
ン
タ
ー

旭
川
市
職
親
会

旭
川
市
職
親
会

上
川
中
南
部
障
害
者
就
業
・

 
 
 
 生
活
支
援
セ
ン
ター

き
た
の
ま
ち

上
川
中
南
部
障
害
者
就
業
・

 
 
 
 生
活
支
援
セ
ン
ター

き
た
の
ま
ち

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
き
た
の
ま
ち
相
談
支
援
事
業
所
で
は
、指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
・

指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
・
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
を
し
て

い
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
ご
家
庭
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訪
問
に
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
の
二
〇
二
四
年
に
は
六
年
に
一
回
の「
障
害
福
祉
・
介
護
・

医
療
」
制
度
の
ト
リ
プ
ル
改
定
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
変
化
を

し
て
い
く
制
度
や
環
境
を
把
握
し
て
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
々
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
き
た
の
ま
ち
相
談
支
援
事
業
所
で
は
、指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
・

指
定
一
般
相
談
支
援
事
業
・
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
を
し
て

い
ま
す
。
日
頃
よ
り
、
ご
家
庭
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
訪
問
に
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
の
二
〇
二
四
年
に
は
六
年
に
一
回
の「
障
害
福
祉
・
介
護
・

医
療
」
制
度
の
ト
リ
プ
ル
改
定
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
変
化
を

し
て
い
く
制
度
や
環
境
を
把
握
し
て
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
み
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
々
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
き
た
の
ま
ち
ジ
ョ
ブ
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
四
十
四
名
の

方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
お
お
よ
そ
十
名
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
メ
ン
バ
ー
の
希
望
に
よ
り
七
月
に
ノ
ロ
ッ
コ
号
に

乗
っ
て
富
良
野
方
面
に
日
帰
り
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の

活
動
と
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
を
新
し
く
活
動
に
取
り
入
れ
、

自
分
た
ち
で
ジ
ョ
ブ
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
の
公
開
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
の
希
望
す
る

活
動
や
作
業
を
取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
く

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
き
た
の
ま
ち
ジ
ョ
ブ
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
四
十
四
名
の

方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
お
お
よ
そ
十
名
の
方
が
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
メ
ン
バ
ー
の
希
望
に
よ
り
七
月
に
ノ
ロ
ッ
コ
号
に

乗
っ
て
富
良
野
方
面
に
日
帰
り
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の

活
動
と
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
を
新
し
く
活
動
に
取
り
入
れ
、

自
分
た
ち
で
ジ
ョ
ブ
リ
ハ
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
の
公
開
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
の
希
望
す
る

活
動
や
作
業
を
取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
く

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
旭
川
市
職
親
会
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
の
就
職
と
職
場
へ
の

定
着
を
支
援
し
、
共
に
働
き
、
共
に
暮
ら
す
こ
と
を
願
う
様
々
な

職
種
の
事
業
主
を
中
心
と
し
た
団
体
で
す
。
全
道
で
十
四
カ
所
あ
る

職
親
会
の
中
で
も
旭
川
市
職
親
会
は
最
も
古
く
伝
統
と
歴
史
の
あ
る

職
親
会
で
、
現
在
百
三
十
五
名(

法
人
・
個
人)

の
会
員
様
の
ご
協
力
・

ご
賛
同
を
い
た
だ
き
ま
し
て
社
会
福
祉
法
人
旭
川
旭
親
会
、

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
き
た
の
ま
ち
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
二
年
に
一
度
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
体
制
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
十
九
年
ぶ
り
に
会
長
が
変
更
と
な
り
、

長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
役
員
の
方
々
の
退
任
、
新
役
員
の
方
々
の

着
任
等
そ
の
他
の
職
位
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
例
年
通
り
「
総
会
・
優
良
従
業
員
表
彰
式
、
祝
賀
会
」
、

「
障
が
い
者
激
励
会
」
、
「
職
場
訪
問
研
修
会
」
と
い
っ
た
行
事
を

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
月
三
日
に
職
場
訪
問

研
修
会(

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校)

、
十
月
十
二
日
に

障
が
い
者
激
励
会
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）
を
実
施
し
、
多
く
の
会
員
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
事
業
主
の
方
、
な
ら
び
に
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
団
体
お
よ
び
個
人
の
方
に
会
員
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
活
動
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
旭
川
市
職
親
会
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
の
就
職
と
職
場
へ
の

定
着
を
支
援
し
、
共
に
働
き
、
共
に
暮
ら
す
こ
と
を
願
う
様
々
な

職
種
の
事
業
主
を
中
心
と
し
た
団
体
で
す
。
全
道
で
十
四
カ
所
あ
る

職
親
会
の
中
で
も
旭
川
市
職
親
会
は
最
も
古
く
伝
統
と
歴
史
の
あ
る

職
親
会
で
、
現
在
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三
十
五
名(

法
人
・
個
人)

の
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様
の
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協
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・

ご
賛
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を
い
た
だ
き
ま
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て
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会
福
祉
法
人
旭
川
旭
親
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、

障
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者
支
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セ
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タ
ー
き
た
の
ま
ち
が
中
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と
な
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て
運
営
し
て

お
り
ま
す
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今
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度
は
二
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に
一
度
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
体
制
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
十
九
年
ぶ
り
に
会
長
が
変
更
と
な
り
、

長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
役
員
の
方
々
の
退
任
、
新
役
員
の
方
々
の

着
任
等
そ
の
他
の
職
位
の
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
例
年
通
り
「
総
会
・
優
良
従
業
員
表
彰
式
、
祝
賀
会
」
、

「
障
が
い
者
激
励
会
」
、
「
職
場
訪
問
研
修
会
」
と
い
っ
た
行
事
を

無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
月
三
日
に
職
場
訪
問

研
修
会(

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校)

、
十
月
十
二
日
に

障
が
い
者
激
励
会
（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
）
を
実
施
し
、
多
く
の
会
員
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
事
業
主
の
方
、
な
ら
び
に
趣
旨
に

ご
賛
同
い
た
だ
け
る
団
体
お
よ
び
個
人
の
方
に
会
員
と
な
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
活
動
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
二
十
一
年
四
月
よ
り
北
海
道
と
北
海
道

労
働
局
の
委
託
を
受
け
、
上
川
中
南
部
（
二
市
十
二
町
一
村
）
を

活
動
圏
域
に
現
在
九
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
に
関
し
て
は
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
、障
害
者
の
法
定

雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
に
お
け
る

活
躍
の
機
会
が
増
え
て
お
り
、

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
材

不
足
の
解
消
と
い
う
観
点
で
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川
、

北
海
道
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

旭
川
支
所
等
と
連
携
し
チ
ー
ム
支
援

と
し
て
の
体
制
を
構
築
し
て
支
援

に
あ
た
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
相
談
者
が

就
職
、
ま
た
長
く
職
場
に
定
着

で
き
る
よ
う
就
業
、
生
活
面
で
の

一
体
的
な
相
談
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
二
十
一
年
四
月
よ
り
北
海
道
と
北
海
道

労
働
局
の
委
託
を
受
け
、
上
川
中
南
部
（
二
市
十
二
町
一
村
）
を

活
動
圏
域
に
現
在
九
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
就
職
に
関
し
て
は
二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
、障
害
者
の
法
定

雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
障
害
の
あ
る
方
の
社
会
に
お
け
る

活
躍
の
機
会
が
増
え
て
お
り
、

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
材

不
足
の
解
消
と
い
う
観
点
で
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川
、

北
海
道
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

旭
川
支
所
等
と
連
携
し
チ
ー
ム
支
援

と
し
て
の
体
制
を
構
築
し
て
支
援

に
あ
た
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
相
談
者
が

就
職
、
ま
た
長
く
職
場
に
定
着

で
き
る
よ
う
就
業
、
生
活
面
で
の

一
体
的
な
相
談
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【令和6年４月１日～1２月３１日の活動報告】

身体 知的 精神 発達 難病 高次脳 その他 合計
登録者数

新規求職者数

相談支援件数

職場実習研修

就職件数

職場定着支援

44 93
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520 159 833
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今
年
度
の
セ
ン
タ
ー
の
実
績
は

下
記
の
通
り
で
す
。

　
今
年
度
は
道
東
セ
ン
タ
ー
が
ノ
ッ
ト

と
い
う
名
称
で
新
設
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、道
内
の
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
会
議
を
継
続

し
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
今
年
度
の
セ
ン
タ
ー
の
実
績
は

下
記
の
通
り
で
す
。

　
今
年
度
は
道
東
セ
ン
タ
ー
が
ノ
ッ
ト

と
い
う
名
称
で
新
設
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、道
内
の
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
会
議
を
継
続

し
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願
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い
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し
ま
す
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事  業  内  容 実  績
実支援人数
延支援件数
実支援人数
延支援件数
主催・共催
講師派遣

自立支援協議会等の参加
連絡協議会への参加

73人
286件
6人
7件

2回（127人）
7回（287人）
18回
18回

就労支援

研修会関係

【令和6年４月１日～1２月３１日の活動報告】

発達支援
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　旭川福祉園の生産部門でもあるシルク印刷では、昨年同様に市内近郊の

イベントや学校祭の開催が増え、イベントTシャツ等の受注も増加しました。

　毎年11月頃から贈答用のタオルの印刷も増えています。またシルク

印刷の業界では刷り手不足に陥っているなか、我が旭川福祉園では刷り手

職人が奮闘し、昨年以上の売り上げに貢献することが出来ました。シルク

印刷の生産作業が増えることにより、利用者の皆様に印刷の段取りから

袋詰め等の作業工程に携わっていただきました。利用者の皆様の協力のもと

大量生産することが出来ています。

　今後も利用者の皆様と一緒に協力し合い配分金向上へ繋げていきたいと

思います。

　新年あけましておめでとうございます。
　 現 在 ２ 年 目 を 迎 え た 『 就 職 科 』
で す が 、 昨 年 度 就 職 し た 皆 さ ん は
順調に仕事を続け、日々励んでいます。悩みや課題を抱えて
いる方もいますが、訪問や面談、時には企業と連絡を取り
ながら、定着できるように長期的な支援を行っています。
　今年度は4月から12月末までに7名の方々が就職へと結び
つきました。離職後に再就職を目指して入所して来た方や、新卒で
入所して来た方、中でも長年旭川福祉園を利用していた方の
就職は大きな挑戦であったと思います。今までと異なる環境の
中で、戸惑いながらも働く姿は、生き生きと自信に満ち溢れ
ています。「就職科で頑張りたい！」、「人生の最後に就職に
チャレンジしたい！！」など就職者から良い刺激を受けて、新たな
目標に向かって取り組む利用者の方が増えて来たことは、
大変大きなメリットだと実感しています。今後も関係機関との
連携を図りながら、一人でも多くの利用者の自立をサポートし、
循環型の事業所としての役割を確立できるよう努めてまいりたいと
思います。本年も引き続き、変わらぬご指導のほどよろしく
お願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。新たな一年の始まりを迎えるにあたり、利用者の皆様、ご家族の皆様、
地域の皆様、関係各位の皆様に深く感謝申し上げます。
　新型コロナやインフルエンザなどのウイルスとの共存は続いておりますが、昨年は研修旅行、ふくしえん祭り、
収穫祭等の各種イベントを開催することが出来ました。本年も利用者の皆様が楽しんで参加できる行事を企画
して行きたいと思っています。
　旭川福祉園では、利用者の皆様の工賃向上、社会参加、職域拡大、就職に向けた訓練等を目的に様々な仕事
への参加が可能です。特に、施設外就労と農作業はより一層力を注いで行きたいと考えております。
　巳年の新春、健康と成功が皆様に巻き付く一年でありますように心よりお祈り申し上げます。
　本年もよろしくお願いいたします。　 施 設 長 加 藤 浩 二

八 代 瑞 希主　幹

支援係長 小 林 康 二

シルク印刷について 【トマト収穫】

【上川総合振興局にて販売会】

黄
色
い
ト
マ
ト
が

で
き
ま
し
た
！

就労継続支援Ｂ型就労継続支援Ｂ型

【カーメディア伊藤様にて施設外就労】

【旭川福祉園】【旭川福祉園】【旭川福祉園】【旭川福祉園】
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生活介護

施 設 長 尾 崎 拓 也

支援係長 岡　佑太郎

月２̃３回程度、当法人のしいたけや
トマトジュース、ラーメン、生パスタ
などの商品の販売を行っています。
SNSでもイベント情報をお知らせして
います。
お近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄り
ください。

生活介護

しいたけも
販売しております！

【第二旭川福祉園】【第二旭川福祉園】【第二旭川福祉園】【第二旭川福祉園】

コミュニケーション支援

　謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　日頃より、当法人の活動に対しまして、温かいご支援とご協力を賜りまして、

誠にありがとうございます。

　本年もご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

　昨年の大きな動きとして、2月に「令和6年度農山漁村振興交付金」農山漁村発

イノベーション整備事業・農山漁村発イノベーション推進事業の交付金申請を

行い、5月に交付金交付候補者の選定、6/25日付けで承認を頂きました。現在は、整備事業にてトマトジュース等

の食品加工場の建設（令和7年2月中旬完成予定）、３年間の推進事業にて、農福連携の先進的取組をされている

企業の視察を行っております。

　本年は、農産加工品の委託加工から自法人製造への転換、ブランディングによる新商品の開発と販路拡大、工賃アップと

利用者の生きがいづくり、障害者と地域農業等が連携することで、旭川市はもとより、東旭川地区の地域農業の活性化

を目指し、農福連携に力を入れて参ります。

　生活介護では、視覚的支援・表出コミュニケーション支援の拡充に取り組んで

います。

　令和６年１１月中旬には京都府から、オフィスぼんスーパーバイザーの久賀谷

洋氏をお迎えし支援について助言を頂きました。その助言をもとに支援内容を

改善し日々取り組みを行っています。視覚的支援については主にスケジュール

作成し、見通しを持って活動に取り組めるように提供をしています。PECS

（絵カード交換式コミュニケーションシステム）を活用し、言語表出が難しい

方に対し作業中や喫茶ぽぷらでのお買い物など日常生活の中で絵カードを使用

して自分の気持ちを表出できるようにサポートをしています。

　利用者さんの意思を尊重した支援を提供するためにも、視覚的支援・表出コミュニ

ケーションが重要です。そのためにも職員が研鑚を深め試行錯誤しながら

取り組んでいく必要があります。今後もより利用者の皆様に充実した生活を提供

していけるように努めていきます。

★道北アークス・
パワーズ店様にて★

H P Instagram facebook

肉厚で
おいしい！
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支援主任 佐 藤 彰 一

１
泊
２
日（
帯
広
）

１
泊
２
日（
帯
広
）

卓
球
大
会

卓
球
大
会

研修旅行研修旅行

グループホームグループホームグループホームグループホーム
新年あけましておめでとうございます。

グループホーム旭川旭親会では、男性用グループホームの

「グループホーム東旭川」１０名、女性用グループホームの

「グループホーム花咲」４名、「グループホーム北野」６名の、

計２０名の方が入居し生活しています。

　入居者の皆さんは普段は日中それぞれの事業所に通い、

様々な活動に取り組まれています。

　グループホームでは入居者の方々が楽しみながら日々の

生活に彩りを加えられるようなイベントを行っています。

その内、今年度行われた行事のいくつかを紹介します。

東旭川神社清掃

お花見

日帰り（名寄）日帰り（名寄）2
泊
3
日（
岐
阜
）

2
泊
3
日（
岐
阜
）

福祉園まつり福祉園まつり

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

生
活
介
護

　
　
　
果
物
狩
り

生
活
介
護

　
　
　
果
物
狩
り

B
型
果
物
狩
り

B
型
果
物
狩
り

のできごとのできごと２０２４年２０２４年

行事食行事食
【クリスマス・焼肉】【クリスマス・焼肉】

毎月行事食の日には特別な
食事を提供していて、夏は
焼肉・冬はクリスマス食等
の行事食を食べています。
今年も皆さんお腹いっぱい
になるまで食べられていま
した。
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新任職員紹介

入江　めぐみ

【就労支援B型】
支援員

い り え
送迎運転手

辻本 正禎

【就労支援B型】

つじもと   まさよし

恩田　かいり

【就労支援B型】
支援員

おんだ

國府 桂史

世話人

【グループホーム】

こくふ   け い し

菅原　羽琉
すがわら　   は　る

【就労支援B型】
支援員

【就労支援B型】
支援員

外山 　 透
と や ま   とおる

岳　　　 忍

【 き た の ま ち 】
就業支援担当

だけ　　   しのぶ

大和　賢二

【 生 活 介 護 】
支 援 員 ・ 送迎運転手

や ま と 　 け ん じ
支 援 員 ・ 送迎運転手

【 生 活 介 護 】

邨瀬　和博
む ら せ 　 かずひろ

世話人

 南　はるみ

【グループホーム】

みなみ

村上 千春
むらかみ　ちはる

世話人

【グループホーム】

　昨年は、自然災害、社会問題、国際情勢など、様々な分野で大きな動きがあった年でした。

　年始の能登半島地震をはじめ、記録的な猛暑や各地での豪雨災害などが発生し、日本各地に大きな影響を与え、社会問題では、

闇バイトや強盗事件が相次ぎ、物価高や円安は国民生活に直結する問題として深刻化しました。そんな中、パリ五輪・パラリン

ピックが開催され、世界が一つになった瞬間もありました。

　さて、2025年の干支は、乙巳（きのとみ）です。60年周期の干支の中で42番目に位置し、「努力を重ね、物事を安定させて

いく」という意味合いを持つ年とされています。当法人も利用者さんと共に日々の努力を重ね、安定した年になるよう力を合わ

せて行きたいと思っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【佐々木】

編 記後集

【代表コメント：入江】

昨年4月より勤務させて頂いております。
利用者さんから沢山の事を学ばせて頂き、
充実した時間を過ごしています。

今後も利用者さんの持てる力を最大限に
発揮できるよう支援していきます。


